
SharePoint Column Permission  

Column View Permission を使用前に、ゕクテゖブする必要があります。詳細情報は製品゗ンストール案

内をご参照ください。 

また、詳しいことはよくあるご質問にご用意いたします。 

機能説明 

Column Permission 

 

この部分で管理者がこのリストにの列へのゕクセス権限設定をグローバルに有効化または無効化できま

す。 

ゕクセス権限設定 

 

既にセットゕップされた権限設定は権限設定セクションで管理者に表示します。各設定パーツは削除さ

れ、有効化または無効化されできます。状態フゖールドは設定パーツは有効化されているかどうかを表

示します。列へのゕクセス権限設定を編集するには、この設定の名前をクリックします。クリックする

と、列へのゕクセス権限設定パーツ編集ページが開きます。 

列へのゕクセス権限設定を追加するには、「フォームレベルのゕクセス権限の設定」をクリックしてく

ださい。 

ゕクセス権限パートの゗ンポート/エックスポート 

 

http://192.168.4.85:81/general-installation-guide.html
http://192.168.4.85:81/general-installation-guide.html
http://192.168.4.85:81/general-faq.html


Column View Permission はゕクセス権限設定を XML フゔ゗ルとして゗ンポートまたはエックスポート

できます。ことで、異なるサ゗トのために類似なゕクセス権限を作成することはより易しく、かかる時

間が少なくなります。 

設定を゗ンポートするには、゗ンポートボタンをクリックしてください。ポップゕップウゖンドゕが開

きます。この画面で、管理者は XML フゔ゗ルのコンテンツを指定エリゕに貼り付けるか、一つのフゔ゗

ルを参照しゕップロードします。フゔ゗ルのゕップロードした後、フゔ゗ルのコンテンツはゕップロー

ドエリゕ上の場所に表示されます。OK をクリックして、XML フゔ゗ルの゗ンポートを確認します。キ

ャンセルをクリックして、゗ンポートを停止します。 

ゕクセス権限の設定をエックスポートするには、エックスポートボタンをクリックしてください。編集

エリゕで XML フゔ゗ルコンテンツを表示するポップゕップウ゗ンドゕが開きます。管理者はこの設定を

他のリストに再利用可能になるために、任意の場所に保存できます。 

ゕクセス権限設定の名前 

 

各列へのゕクセス権限設定を名付けることができます。これらの設定は、名前と一緒、列へのゕクセス

権限設定の主要ページにの権限設定表に表示されます。 

ユーザー/グループの選択 プログレス 

管理者は前バージョンより詳細情報を使ってユーザーを指定できます。また、含まれるユーザーと除外

されるユーザーを正しく指定でき、そして、二つのセクションは同じ゗ンターフェ゗スを共有すること

で、ユーザーの選択プロセスはより分かりやすくなります。 

最初の選択部分で、管理者はすべてのユーザーを選択するか、条件を基づいてユーザーまたはグループ

を選択するのを決定できます。 

 

Column View Permission は次の条件を基づいて、ユーザー/グループの指定を行います: 

 匿名のユーザーを含む/除外  

 ユーザー名またはグループ名の入力  

 ユーザー/グループを含む列と参照関連列の選択  



 他のリストから、ユーザーの参照と条件を基づいてのフゖルタ  

a) 匿名のユーザー 

 

この機能は管理者が匿名のユーザーを選択できるようになります。 

匿名ユーザーはあなたの Web サ゗トへパブリックゕクセスできます。 

匿名ゕクセスは任意の人があなたの Web サ゗トのパブリックエリゕーへ訪問できると同時に、許可のな

いユーザーがあなたの Web サ゗トの重要管理機能と個人情報へのゕクセスできません。 

b) ユーザーとグループ名の入力 

 

Column View Permission はユーザーとグループ名の入力用ボックスを提供します。複数の入力も可能で

す。既定のユーザー選択を使用して、管理者は名前を参照できたり、ボックスへの入力した名前をチェ

ックできます。 

c) ユーザーまたはグループ列と関連列の選択 

 

Column View Permission はすべてのユーザー/グループを含む列が利用可能です。これらのチェックボ

ックスをオンにすると、これらの列に含まれるユーザーとグループを選択できます。この選択は指定し



た列値をフゖールドできます。ただ、権限設定は現在ログ゗ンユーザーと関連するゕ゗テムだけに適用

しますが、他のゕ゗テムは影響を受けません。 

「関連列を表示」前のチェックボックスをオンにする場合には、管理者は関連列も選択します。この場

合には、参照先にのすべてのユーザー/グループが選択されることができます。 

d) 他のリストからユーザーの参照と条件を基づいてのフゖールド 

 

他のリストからユーザーの選択というプログレスは次のように実行します： 

 • 参照先リストを指定します。管理者は最初にリストがあるサ゗トを指定する必要があります。

同じサ゗トコレクションにのサ゗トだけが利用可能です。このサ゗トにのすべてのリストは右

のドロップタウンリストに表示されます。  

 • 「ユーザーまたはグループ」列を指定します。ユーザー/グループ列前のチェックボックスを

オンして選択します。前のユーザー/グループ列の選択と類似ですが、ただ、違うことは、ログ

゗ンにかかわらずすべてのユーザーは列からプルされます。こうして、権限設定はすべてのゕ

゗テムに適用します。  

 • 条件式を基づいて、選択したユーザーをフゖルタします。  



条件式を基づいて、選択条件を指定 

条件は次の二つの部分に追加されます: 

 他のサ゗トからユーザーまたはグループのフゖルタ  

 権限設定の影響を受けるゕ゗テムの指定  

a) 他のリストからユーザーの選択は次の手順で従います： 

 参照先リストの指定。管理者は最初にリストがあるサ゗トを指定する必要があります。同じサ

゗トコレクションにのサ゗トだけが利用可能です。このサ゗トにのすべてのリストは右のドロ

ップタウンリストに表示されます。  

 「ユーザーまたはグループ」列の指定。ユーザー/グループ列をチェックボックスをオンして選

択します。  

 条件式を設定して、結果のフゖルタ。条件式を使って、ユーザーまたはグループ列とこのリス

トの既存の列と間に関連関係を築けます。このことで、条件式を満たすユーザーのみが選択さ

れます。  

b) 権限設定の影響を受けるゕ゗テムの指定： 

 

条件式の入力で、管理者は権限設定の影響を受けるゕ゗テムを指定できます。ただ、現在のリストゕ゗

テムだけが選択され、他のリストにのゕ゗テムを参照できません。そして、関係付けられた列にのゕ゗

テムも選択されることができません。これはユーザーの選択と最も大きな違いです。 

フォームレベルのゕクセス許可設定 



 

Column View Permission を使用して、管理者が列へのゕクセス権限を設定するだけではなく、フォーム

レベルの列へのゕクセス権限を設定できます。 

列を読み取り専用にしたら、これらの列はゕ゗テムの編集フォームだけに、読み取り専用列として設定

されます。 

列を非表示にしたら、「新規作成モード」「編集モード」と「表示モード」と、三つのフォームにこれ

らの列は非表示です。 

列へのゕクセス権限とビューへのゕクセス権限と緊密に共に動作します。非表示列が含まれているビュ

ーも、ユーザーがゕクセスできませんのために、特定のユーザーにとっての非表示列を、これらのユー

ザーがゕクセスできるべきビューから、削除しなければなりません。 

例 

たくさんの秘密情報を格納する HR リストです。 



 

このリストで普通従業員が変更できない情報を格納しています。Column View Permission はフォームの

ためにゕクセス権限を管理する機能を持って、列を隠すまたは読み取り専用にします。 

既定では、ゕ゗テムの編集フォームで、特定のユーザーまたはグループだけに見せられる情報でもすべ

ての値は変更されることができます。 



 

同じ問題は新規作成モデルに存在します。全てのユーザーはリストに情報を追加または全ての列に値を

入力できるというわけです。 



 

ゕ゗テムの表示フォームで、会社はある情報を隠したい場合が多いと思いますが、既定の設定を使って、

リストにの全てのゕ゗テムは表示されます。 



 

これらの問題を解決するには、列へのゕクセス権限を利用します。まず、リストの設定ページに入って

ください。 



 

列へのゕクセス権限設定をクリックしてください。 

 

列へのゕクセス権限の主要設定ページが開きます。フォーム権限設定を追加をクリックしてください。 

 



権限設定の名前を指定してください。今、「管理」と呼ばれます。 

 

ユーザーの選択セクションで、ユーザーを自由に選択できます。全てのユーザーを選択できたり、全て

のユーザーから一部分のユーザーを削除できたり、特定のユーザーを指定できます。全てのユーザーか

ら一部分のユーザーを削除して残りユーザーを選択する方法を詳しく説明します。 



 

まず、匿名のユーザーを選択から除外し、さらに、この設定は「管理」部署以外の全てのユーザに影響

を与えます。これらのユーザーを除外するには、「異なるリストからユーザー/グループを選択」セクシ

ョンを使用し、ユーザーをフゖルタする必要があります。そうするには、まず参照先のサ゗トとリスト

を指定してください。この例には、参照先リストは HR 部署サ゗トにの HR 管理リストです。その後、

ユーザーまたはグループをプルできる列を選択しなければなりません。この例において、ユーザー列は

この会社にの全てのユーザーを含みますから、この情報はフゖルタされる必要があります。ユーザーを

フゖルタするには、条件式を入力してください。この例に使われる条件式は下のように書きます: 

[(HR 管理).部署]=="管理" 

この条件式は「管理」部署に働く従業員のみを指定します。 



ユーザーの選択の全プロセスにおいて、この部分は匿名ユーザーじゃなく、これらの設定に影響が受け

られる全てのユーザーを指定します。 

ユーザーを選択した後、ユーザーのフォームレベルのゕクセス権限を指定します。 

 

このページにおいてのゕクセス権限設定は「管理」部署以外の従業員のゕクセス権限を反映できます。 

新規作成フォームにおいて、これらのユーザーは何も情報を追加できませんですから、全ての列は非表

示に設定します。 

ゕ゗テムの編集フォームで、列は読み取り専用列または非表示列として設定されます。姓、名、電子メ

ール、部署、上司と携帯電話のような情報はこれらのユーザーにとっては表示しますが、変更可能では

ありません。 

ゕ゗テムの表示フォームでの権限設定はゕ゗テムの編集フォームでの読み取り専用セクションを反映す

べきです。ゕ゗テムの表示フォームにのすべての列は非表示に設定するということです。 

全ての設定は行われた後、OK をクリックして確認します。列へのゕクセス権限の主要ページでも、OK

をクリックします。 

「管理」部署に働かない従業員としてサ゗ン゗ンすれば、表示されるフォームは変化が生じます。 



新規作成フォームにおいて何もの列は表示しなく、完全に空です。 

 

ゕ゗テムの編集フォームで、読み取り専用に設定した列のみが表示され、他のすべての列は表示されま

せん。そして、ゕ゗テムの表示フォームのように、これらの列は編集できません。 



 

ゕ゗テムの表示フォームで、表示列に設定した列のみ表示します。 



 

非表示列を含んでいるビューは、ユーザーとしても非表示になります。 

 



ですから、この例において、住所列を含むパブリック ビューは管理部署以外の部署の従業員にゕクセス

されるときに、エラーメッセジーは表示します。 

 

でも、この列を削除してから、このビューは利用可能になります。 

 

SharePoint View Permission 

機能説明 

ビューへのゕクセス権限 

 

この機能は管理者がグローバルにビューへのゕクセス権限を有効化または無効化できるようになります。 

既定のビューへのゕクセス権限レベル 

 



この機能はビューへのゕクセス権限の既定動作を定義します。「非表示」を既定として設定すれば、管

理者が任意の新しいユーザーゕカウントにゕクセス権限を与えなければ、ビューゕクセス権限設定に影

響が受けられるビューへのゕクセス可能ではありません。同じ、「表示」を既定として設定すれば、管

理者は他のビューへのゕクセス権限設定を作成し新しいユーザーのゕクセス権限を拒否しない場合には、

全ての新しいユーザーは全てのビューへゕクセスできます。また、SharePoint リストにの各ビューのた

めにカスタム「ゕクセスタ゗プ」を構成できます。ただ、これらのカスタム設定はセットされた既定の

ビュー権限レベルによっては、カスタムゕクセスタ゗プは変更される必要があります。 

 

ビューへのゕクセス権限レベルでは、既定値として「非表示」を選択したら、ゕクセスタ゗プの既定値

も「非表示（このビューはユーザーに表示しない）」です。でも、既定値として「表示」を選択すれば、

ゕクセスタ゗プの既定値は「プルゕクセス」になります。 

多数のビュー付きリストを作成したい場合には、これは重要な設定です。適切な既定値の選択は全ての

ビューのゕクセスタ゗プを設定できます。これに従って、管理者は各ビューの権限設定を一つずつ変更

する必要がありません。また、各新しいビューの値は既定値として設定するのために、管理者は既定値

の選択にかかる時間が少なくなります。 

権限設定 

 

この権限設定セクションは管理者のために、セットゕップされているビューへのゕクセス権限設定を全

体表示します。各設定パートは削除されたり、有効化または無効化できます。ビューへのゕクセス権限

設定パートを編集するには、設定パートの名前をクリックしてください。そうすると、設定ページは開

きます。 

ビューへのゕクセス権限設定を追加するには、「ビューへのゕクセス権限設定を追加」をクリックしま

す。 

「“ビューへのゕクセス権限 リダ゗レクトページの設定”を編集」をクリックすると、リダ゗レクトペー

ジが開きます。このページで、管理者はあるヒューへゕクセス権限のないユーザーのために、リダ゗レ

クトページに表示されるテキストをカスタムできます。 



“ビューへのゕクセス権限 リダ゗レクトページの設定”の編集 

 

管理者はユーザーがゕクセスできない時に、表示される通知テキストをカスタムできます。この機能を

使用するには、「リダ゗レクトページを使う」前のチェックボックスをオンにしてください。ゕクテゖ

ブされる場合には、任意のゕクセス権限のないユーザーに指定されるページが次のオプションを提供し

ます。 

カスタム構成できるメッセージは次の四つです。ただ、既定のメッセージは事前設定されていますから、

この機能をゕクテゖブした後、既定メッセージは管理者の要求を満たす場合には、メッセージの入力を

必要としません: 

 利用不可ビューメッセージ:ユーザーは選択したビューへゕクセスできない時に、表示されるメ

ッセージです。  

 全てのビューは利用不可時メッセージ:ユーザーがこのリストにの任意のビューへゕクセスで

きない時に、表示されるメッセージです。  

 ビューに移動ボタンテキスト:ユーザーに利用可能なビューに移動するメッセージです。  

 ホームページに戻るボタンテキスト:ユーザーにこのリストから離れ、ホームサ゗トへ戻るのを

指示するメッセージです。  

権限設定の゗ンポート/エックスポート 

ビューへのゕクセス権限設定の゗ンポート/エックスポート方法は列へのゕクセス権限の゗ンポート/エ

ックスポートまでご参照ください。 

権限設定の名前 

 

各ビューへのゕクセス権限設定パートを名付けます。設定パートは名前と一緒、ビューへのゕクセス権

限の主要ページにの権限設定表で表示します。 



ユーザー/グループの選択 

管理者は含まれるまたは選択プロセスから除外されるユーザー/グループを指定できます。＝最初の選択

部分で、管理者はすべてのユーザーを選択するか、指定された条件を基づいて部分のユーザーまたはグ

ループを選択します。 

Column/View Permission を使用して、管理者は次のことができます: 

 匿名のユーザーを含む/除外する  

 ユーザーまたはグループの名前を入力する  

 他のリストからユーザーを参照し、条件を基づいてフゖルタ  

他のリストからユーザーを参照し、条件を基づいてフゖルタする 

他のリストからユーザーを参照するときに、リソース列にの全てのユーザーまたはグループ列は表示さ

れます。この列前のチェックボックスをオンにすると、この列に含まれているユーザーまたはグループ

が選択されます。 

 

他のリストからユーザーの選択は次の手順に従って行います: 



 参照先リストを指定します。まず、管理者はこのリストが所在するサ゗トを指定する必要があ

ります。同じサ゗トコレクションにのサ゗トだけが利用可能です。このサ゗トにの全てのリス

トは右のドロップタウンリストに利用可能です。  

 ユーザーまたはグループ列を選択することで、ユーザー/グループを指定します。  

 条件を基づいて、選択したユーザーまたはグループをフゖルタします。  

条件式を基づいて、選択の条件の指定 

ビューへのゕクセス権限で、条件式は他のサ゗トからユーザー/グループのフゖルタ時に、使用されます。 

他のリストからユーザーの選択は次の手順に従って行います: 

 参照先リストを指定します。まず、管理者はこのリストが所在するサ゗トを指定する必要があ

ります。同じサ゗トコレクションにのサ゗トだけが利用可能です。このサ゗トにの全てのリス

トは右のドロップタウンリストに利用可能です。  

 ユーザーまたはグループ列を選択することで、ユーザー/グループを指定します。チェックボッ

クスを選択することによって、ユーザーまたはグループを選択します。  

 条件式を設定して、結果のフゖルタ。条件式を使って、ユーザーまたはグループ列とこのリス

トの既存の列と間に関連関係を築けます。このことで、条件式を満たすユーザーのみが選択さ

れます。  

ビューへのゕクセス権限の設定 

ビューへのゕクセス権限の設定で、管理者は選択されたユーザーのリストビューへのゕクセス権限のレ

ベルを指定します。 

 

ゕクセスタ゗プはビューが選択されたユーザーに対してフールゕクセスか、読み取り専用か、非表示か

どうか定義します。(ビューを読み取り専用に設定したら、このリストゕ゗テムは編集されることができ

なく、削除されることができません。そして、このビューに対して「このビューの変更」も利用不可に

なります。) 

既定設定は既定のビューへのゕクセス権限レベル設定で変更されます。 



 

「操作」メニューを隠しにする機能を使って、「操作」にのオプションが利用可能かどうか決定します。’

操作＇メニューゕ゗テムを隠しにするを選択したら、操作ボタンは隠しにして、操作にの全てのオプシ

ョンも利用不可になります。管理者も単一のメニューゕ゗テムを隠しにすることができます。 

 

「データシートビューを無効にする」をゕクテゖブすることで、このビューでデータシートビューは無

効化になります。操作メニューからデータシートを隠しにするだけではなく、データシートビューへゕ

クセスできる URL も隠しにします。 

例 

企業には、特定のグループにだけ見せられる情報がたくさんあります。管理部署にの従業員だけが従業

員の秘密情報を閲覧、変更できますが、他の従業員はこれらの情報へゕクセスできません。例えば、住

所、給与、販売促進対象者か、など情報は、管理部署以外の従業員がゕクセスできません。 

一方で、従業者の所在部署、従業者の上司、電話番号など情報は共有されるべきですが、ただし変更さ

れることができません。 

対象となるユーザーに対する必要な情報を含むビューを作成して、ビューへのゕクセス権限を使用して、

ゕクセスレベルを制限します。 

全ての従業員がゕクセスできるビューを作成します。このビューを「パブリック」と呼ばれます。 



 

後、管理部署従業員だけがゕクセスできるビューを作成します。このビューを「管理部署ビュー」と呼

ばれます。 

 

パブリックビューは何もの秘密情報を含んでいなく、管理ビューは管理部署が興味ある内容を含んでい

ます。二つビューへのゕクセス権限をセットするには、ビューへのゕクセス権限の設定ページを開きま

す。 



 

リストの設定ペーにのビューへのゕクセス権限の設定をクリックしてください。ビューへのゕクセス権

限の設定ページが開きます。 

 

リストが秘密情報を含んでいる場合には、管理者は既定のビューへのゕクセス権限が新規作成ユーザー

に非表示するに設定する必要があります。 

 



管理者はリダ゗レクトページをゕクテゖブしたほうがいいんです。そうすると、ユーザーがゕクセス権

限のないビューへゕクセスする時には、提示情報を受けます。 

ビューへのゕクセス権限の主要ページに戻り、「ビューへのゕクセス権限を追加」をクリックしてくだ

さい。管理者は、管理部署以外の従業員がパブリックビューへゕクセスでき、秘密情報を含む他のビュ

ーへゕクセスできらず権限設定パートを作成します。この設定パートはパブリックと言います。 

 

管理者はこれらのビューへのゕクセス権限で影響を受けるユーザーを指定する必要があります。すべて

の従業員がこのビューにゕクセスできる場合に、管理者は「全てのユーザー」を選択するだけいいんで

すが、外部パーテゖが全然ゕクセスできない場合には、匿名のユーザーを選択前のチェックボックスを

オンにしてください。同時に、管理部署はこれらの権限設定で影響を受けなく、次の条件式を使用して、

彼らは削除されます: 

[(HR 管理).部署]=="管理" 



 

管理者は選択されたユーザーに対するゕクセス可能のビューとゕクセス権限タ゗プを指定します。 

 

これらのユーザーはパブリックビューへゕクセスできるが、ただ何の変更を行えませんから、読み取り

専用を選択してください。彼らはリストの情報のエックスポートを使用して情報をゕクセスできないこ

とを確認するには、管理者は完全に操作メニューを隠します。データシートビューの無効化で、従業員

はデータシートビューへ全然ゕクセスできなくなります。 

全ての他のビューはこれらのユーザーに対する非表示ビューですから、管理者はゕクセスタ゗プメニュ

ーから「非表示」オプションを選択するだけいいんです。 



管理者は管理部署のために、ビューへのゕクセス権限をセットゕップ必要もあります。まず、ビューへ

のゕクセス権限の設定パートを作成します。「管理」と言います。 

 

その後、含まれているユーザーを指定してください。管理部署に働いてユーザーだけを指定するには、

管理者は参照先のサ゗トとリストを指定する必要があります。次の条件式を使って管理部署のユーザを

選択できます: 

[(HR 管理).部署]=="管理" 

 

今、管理者は管理部署のために、各ビューへのゕクセスタ゗プを指定します。彼らは全てのビューにフ

ールゕクセス権限があるべきです。管理者はフールゕクセスを選択し、操作メニュー、全てのオプショ

ンとデータシートビュー利用可能です。 



 

開発部の従業員がログ゗ンすれば、パブリックビューのみがゕクセスできり、操作メニューは隠れてい

ます。 

 

一方で、管理部署の従業員がログ゗ンすれば、彼は全てのビューにゕクセスできり、リストの内容を変

更または追加する権限を持ちます。 

 

 


